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移
動
博
物
館
紹
介
 

　「
岩
石
・
鉱
物
の
世
界
～
地
面
の

　
下
の
宝
石
箱
～
」

　
１
月
８
日
か
ら
栃
木
県
立
博
物
館
の

資
料
を
展
示
す
る
移
動
博
物
館
「
岩

石
・
鉱
物
の
世
界
～
地
面
の
下
の
宝
石

箱
～
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
展
示

で
は
テ
ー
マ
を
３
つ
用
意
し
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
、
国
内
外
の
鉱
山
よ
り
産

出
し
た
鉱
物
標
本
の
展
示
で
す
。
鉱
物

は
、
温
度
・
圧
力
・
化
学
成
分
な
ど
複

雑
な
条
件
の
組
み
合
わ
せ
で
形
成
さ
れ
、

形
成
さ
れ
た
場
所
の
状
態
を
反
映
し
て

い
ま
す
。
そ
の
美
し
い
色
や
形
は
、
見

る
人
を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。

　
２
つ
目
は
、
火
山
灰
を
テ
ー
マ
に
し

た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
市
内
に
は
男
体
山

を
は
じ
め
と
す
る
日
光
火
山
群
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
噴
火
の
た
び
に
火
山
灰
を
放

出
し
ま
し
た
。
火
山
灰
は
地
層
の
中
に

噴
火
の
記
録
と
し
て
残
り
、
こ
れ
ら
を

解
析
す
る
こ
と
で
噴
火
の
歴
史
を
た
ど

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
栃
木
県
の
岩
石
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
県
内
に
見
ら
れ
る
岩
石
は
、
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市市 民民 割割 引引 券券
（１枚につき、５名様まで有効）

一
つ
一
つ
が
日
本
列
島
の
生
い
立
ち
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
古
生
代
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
代
表
的
な
岩
石
を
展
示

し
、
そ
れ
ら
が
形
成
さ
れ
た
時
代
や
背

景
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
光
市
に
深
く

関
わ
る
標
本
も
数
多
く
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

興
催
し
興

◆
移
動
博
物
館

　「
岩
石
・
鉱
物
の
世
界
」

　
１
月
８
日（
土
）
～
３
月
　
日
（
日
）

２０

◆
移
動
講
座
「
栃
木
の
岩
石
か
ら
見
る

　
日
本
列
島
の
生
い
立
ち
」

　
１
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
　
分
か
ら

２９

３０

　
※
詳
細
は
、
情
報
な
び
（
　
ペ
ー
ジ
）

２３

　
　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年始特別開館＜た・の・し・い・お・正・月＞

美

日
光
市
中
央
町
　‐
１（
今
市
図
書
館
隣
）　緯（
　）６
２
１
７

２９

２２

開
館
時
間
　午
前
９
時
～
午
後
６
時（
入
館
無
料
）

休
館
日
　毎
週
月
曜
日
、
祝
日
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歴
史
民
俗
資
料
館
通
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紫水晶と方解石

　　術館は、正月３が日（１月１日～３日）を特別開館します。

　この３日間は、新しい年の始まりを祝い、開催中の展覧会

「selection ２０１１　壱　小杉放菴と 木  村  荘  八 」を無料でご覧になるこ
き むら しょう はち

とができます。

　また、エントランスホールでは、 双  六 や福笑いをはじめ、かるた、
すご ろく

百人一首、 独  楽 まわし、だるま落とし、けん玉、羽根突き、
こ ま

 凧 あげと
たこ

いった日本の伝統的な正月遊びの無料体験や、お楽しみ福引を行いま

すので、ご家族そろって、ぜひご来館ください。

興展覧会「selection ２０１１　壱　小杉放菴と木村荘八」

会　　期：１２月１８日（土）～２月１３日（日）

休　館　日：毎週月曜日（祝日のときは開館し翌日を休館）

　　　　　年末休館…１２月２７日（月）～３１日（金）

　　　　　年始休館…１月４日（火）～６日（木）

開館時間：午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

入　館　料：一般…７００（３００）円、大学・高校生…５００（２００）円、小中学生…無

　　　　　料　※（　）内は市民割引券を利用した際の料金です。

木村荘八「東京 繁昌記 　
はんじょうき

 師  走  風  俗 帖 」
し わす ふう ぞく

    
ちょう

１９５５（昭和３０）年

小杉放菴記念日光美術館所蔵

２０１１年１月号１９

日
光
市
の
文
化
財　
⑤
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【
種
別
】
　
天
然
記
念
物

【
所
在
】
　
日
光
市
大
室

平
成
　
年
　
月
　
日
旧
今
市
市
指
定

１６

１０

２８

たかお神社のコウヨウザン

短
　
歌
　
選
者
　
阿
久
津
仲
一

秋
雨
の
街
の
茶
房
に
人
を
待
つ
此
の
ひ
と

と
き
の
 我
  執
 や
さ
し
き

が
 
し
ゅ
う

名
古
屋
佳
子

ど
ん
よ
り
と
重
き
空
気
を
 透
 き
て
く
る
夕

す

べ
の
鐘
と
鬼
怒
の
瀬
の
音　
　
　
根
立
郷
美

生
き
る
こ
と
に
疲
れ
覚
ゆ
る
日
も
あ
れ
ど

が
ん
も
身
の
内
寄
り
添
い
歩
む

　
　
　
　
　
　
北
崎
　
君

 二
  年
 を
過
ぎ
て
も
消
え
ぬ
悲
し
み
は
淋
し

ふ
た
 と
せ

き
も
の
ぞ
六
十
路
を
越
ゆ
も

村
田
登
美

目
つ
む
り
て
聴
く
が
よ
ろ
し
も
秋
の
夜
の

正
調
南
部
牛
追
い
唄
は

白
土
武
夫

菊
よ
り
も
一
足
早
く
咲
く
花
の
 秋
  明
 菊
は

し
ゅ
う
 め
い

何
を
忍
ぶ
や

大
森
ト
ミ
子

故
郷
に
戻
り
し
今
は
親
も
な
く
子
育
て
時

代
の
不
幸
を
 詫
 ぶ
る

わ

伊
藤
悦
子

川
　
柳
　
選
者
　
山
本
都
留
米

そ
ば
打
ち
も
待
た
さ
れ
て
増
す
空
腹
感

植
田
義
雄

初
詣
 で
佛
に
 す
が
り
破
魔
矢
買
う

ほ
と
け

酒
井
喜
麿

見
た
目
よ
り
味
と
言
わ
れ
て
買
う
リ
ン
ゴ

白
土
武
夫

賞
味
切
れ
食
べ
て
こ
っ
そ
り
正
露
丸

渡
辺
春
男

古
希
の
春
肩
の
荷
お
ろ
し
初
笑
い

倉
沢
美
江
子

新
年
を
祝
い
雑
煮
の
湯
気
を
吹
く

櫻
沢
あ
き
子

疎
遠
 夛
  謝
 賀
状
は
 温
 い
手
書
き
文

た
 
し
ゃ
 

ぬ
く

篠
原
芳
子

俳
　
句
　
選
者
　
伊
藤
　
清

神
は
み
な
出
雲
に
集
う
神
無
月福

田
美
代
子

那
須
岳
に
雲
立
ち
込
む
る
冬
近
し

渡
辺
ミ
チ
子

か
す
か
な
る
風
に
も
 応
 ふ
 木
 の
葉
か
な

こ
た
 

こ

星
　
陽
子

 鈴
  生
 り
の
柚
に
射
し
て
る
入
り
日
か
な

す
ず
 
な

池
田
三
夫

独
り
 居
 に
つ
の
る
 愁
思
 や
 夜
  半
 の
雨

い
 

し
ゅ
う
し
 

よ
 
わ

徳
本
英
子

男
体
に
 瑞
  雲
 な
び
く
 小
  六
  月
 

ず
い
 う
ん
 

こ
 
ろ
く
 が
つ

名
古
屋
佳
月

冬
に
入
る
空
の
機
嫌
に
 衣
 を
合
わ
す

い

鈴
木
キ
ヌ
子
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作
品
を
募
集
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすす
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

　
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
先
及
び
く
わ
し
く
は

秘
書
広
報
課
　
広
報
広
聴
係

緯
（
　
）
５
１
３
５
・
胃
（
　
）５
１
０
９

２１

２１

五十里湖

川治温泉

鬼
怒
川

文

文

野
岩
鉄
道

男
鹿
川

龍王峡

法華題目塔道標

中三依温泉駅

横川宝篋印塔

上三依水生植物園

大谷川

所野小学校

至　
塩
野
室
地
区

大室ダム大室ダム大室ダム
文文大室小学校

至　国道119号線

至　
今
市
地
区

至　豊岡地区

農村環境改善センター

大室公民館

針貝公民館

たかお神社の
コウヨウザン

文文
今市工業高等学校今市工業高等学校今市工業高等学校

　
大
室
た
か
お
神
社
の
境
内

に
は
、
２
本
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ

ン
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
中
国
南

部
原
産
の
ス
ギ
科
の
常
緑
針

葉
樹
で
、
樹
高
が
三
〇
ｍ
ほ

ど
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
江
戸
時
代
に
渡
来
し
、

神
社
や
寺
に
よ
く
植
え
ら
れ
た
樹
木
で
す
。
ま
た
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
ス
ギ
、
カ
ン
ト
ン
ス
ギ
と
い
っ
た
別
名
も
あ
り
ま
す
。

　
た
か
お
神
社
に
あ
る
も
の
は
、
２
本
と
も
樹
高
が
約
三
五
ｍ
、

幹
周
り
が
約
二
・
五
ｍ
あ
る
巨
木
で
、
良
好
な
樹
勢
を
保
っ
て
い

ま
す
。
神
社
に
残
る
植
樹

記
念
碑
に
よ
る
と
、
明
治

八
年
に
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
を

神
社
周
辺
に
植
え
た
記
録

が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
樹
木
と
の
比
較
か
ら
、

２
本
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
も

同
時
期
に
植
え
ら
れ
た
も

の
と
し
て
、
推
定
樹
齢
が

約
一
三
〇
年
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
本
来

暖
地
性
で
す
が
、
た
か
お

神
社
の
も
の
は
冷
涼
な
気

候
の
日
光
市
で
非
常
に
良

好
な
生
育
を
見
せ
て
い
る

と
い
う
点
で
貴
重
な
文
化

財
と
い
え
ま
す
。
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